
2024 年７月１日 

防空壕調査の実施結果 

 

【調査の趣旨】 

当市では、戦争の記憶を風化させず、また資料の散逸を防止するため、1998 年より戦争体験談や戦時中の

写真等の戦災関連資料を収集しています。 

この度、これまでの取組みである戦災関連資料の収集に加え、戦時中の生活の様子や戦争とゆかりのある場所

等を把握し、次の世代に戦争の記録を残していけるよう、市内のどこに防空壕等があるかの調査を実施し、結果を

とりまとめましたのでお知らせいたします。 

なお、引き続き防空壕等に関する情報を収集しますので、情報をお持ちの方はぜひ情報をお寄せください。 

 

【調査内容】 

自宅の地下や庭、学校や公園などに現存する又は存在した防空壕等についての情報を収集しました。 

①防空壕等に関すること（所在地・所有者・防空壕等の概要など） 

②その他戦争の体験談 

 

【調査結果】 

・情報受付期間：2023 年２月 21日～随時受付 

・情報受付件数：54件（うち６件重複） 

・防 空 壕 件 数：47件（現存 17件、現存しない・不明 30件） 

※うち１件は非公開のため公開件数は46件（現存16件、現存しない・不明30件） 

・区別の防空壕数： 

所在区 計 
 

現存 現存しない 不明 

東 灘 区 ２ ０ ２ ０ 

灘 区 ８ ４ ４ ０ 

中 央 区 12 ０ 10 ２ 

兵 庫 区 ４ １ ３ ０ 

北 区 １ ０ １ ０ 

長 田 区 ３ ２ １ ０ 

須 磨 区 ９ ６ ３ ０ 

垂 水 区 ６ ３ ２ １ 

西 区 １ ０ ０ １ 

計 46 16 26 ４ 

※2024 年６月 30日現在 











































































































防空壕一覧別紙 

No.９～11防空壕 概要・エピソード 

 

No.9  八幡通付近（中央区八幡通） 

No.10 八幡通付近（中央区八幡通） 

No.11 東遊園地（中央区加納町） 

 

ある時、父が玄関先の床をめくった。「もし空襲があればこの中に逃げ込むんだ！」と言った。いつの間に、こんな穴を掘

ったのだろうか？穴は１m くらいの四角い形で、深さも１m くらいちょうど風呂桶くらいの大きさだった。僕はこの中に家族

4 人が入るとどんな状態になるのか、団子になった家族を想像した。 

当時の私は５歳で、家は葺合区八幡通にあり、路地を隔てた南に小野八幡神社がある、掃き清めたきれいな庭が

私の遊び場であった。現在の神戸市役所庁舎から東へ 200m くらいの所である。それからどれくらい後だったか、その日の

午後、空襲警報が鳴って壕に潜っていた私に隣保の人が「ここでは危ないから！」と近くの防空壕に行くように言われたの

で、あわてて壕を出た。辺りは薄暗く夕方だったと思う、母と自宅の西側を流れる小川の東側に沿った道を北に歩き、言

われた防空壕に移動した。何も持たず身ひとつだった。 

防空壕は大きく南北に 20m ほど、入口の幅は 10m ほどの半地下で、屋根は材木などで覆われ土などは乗っていな

かった。すでにかなりの人が座っていて入口のところに座り込んだ。 

どのくらい時間が過ぎたのか「ここでは危ない！」と大きな声が響き、防空等から慌てて出された、大人たちの慌てぶりから

も危険が感じられた。壕の外は暗くてよく解らなかったが、小川にかかる小さな橋を渡りトンネルのような横穴に入った。壕

は土と岩のむきだしの壁で、ロウソクの火でかろうじて人の顔が見える状態だった。ムッとした気持ちの悪い状態で、立った

ままかなりの時間が経過した。 

 後に母から聞かされた話なしでは、私がぐずって、外に出るといって聞かなかったらしい。外は危ないからと何度も言われ

たようだったが、少しの時間ということで外に出ることができた。外は真っ暗闇であったが、心地良い風の感覚は今も覚えて

いる。闇空に光の塊が流れてゆっくりと落ちてきていて、わあキレイと感じたが、後にこれは照明弾で、それに高射砲だろう

か大きな音が連続して鳴っていた。まさに米軍機の空襲で焼夷弾が雨あられと降ってくる直前の状態だったのだろうと思う。

僕はすぐに壕に戻った。怖いという感覚は全く感じなかったが、この光景は 80 年近く経っても脳裏から離れない。戦争とい

う状況をこの目で見た最初で最後の瞬間だった。 

 その後、どれくらい時間が過ぎたのか。大きな大人の声がして、「外は焼け野原だ」と叫んで壕に入ってきた。「焼け野原」

の意味が理解できなかったが、母は心配そうな小声で「家が焼かれてなくなった」と言ったが、僕は信じられなかった。家に

帰りたいと言って聞かない僕を母は連れて帰り、「ここよ」と指で差した。その先にあったのは、灰に覆われてはいたが形や大

きさ深さの感じから、父が掘った自宅の壕に違いないと感じた。辺り一面は焼け野原であった。“３つ目の横穴防空壕”が

命を救ってくれたのだった。だが、その後、“とてつもない飢え”が待っていようとは思わなかった。 

 あの命が助かった“防空壕”が何処にあったのか？自分の中で特定できないでいた。現在の東遊園地は市役所の南側

にあるが、確かに東遊園地の位置だとはずっと記憶の底にあったが、現在の地形は平らになっていて盛り土になっていない。

記憶が正しいのかどうか永年疑問が解けなかったが、「神戸闇市からの復興」（村上しほり著）に手がかりがあった。 

 写真には当時の東遊園地には盛り土があり、これは旧生田川の名残の川の土手ではないか？現在のフラワーロードの

東側に、戦災前にインド商社が立ち並んでいたという母の話と一致していた。高い土手とインド商社が続く見事なエキゾ

チックな街並み。写真に写る歩道上で２人のご婦人が立ち話をしているが、その場所こそが“３番目の防空壕”ではなか

ったか？ 



 



















 












































































